










本論文は，国際会計基準審議会（International Accounting Standards Boards :
IASB）の討議資料「開示イニシアティブ―開示原則」（Discussion Paper : Dis-
closure Initiative‐Principles of Disclosure）（以下，IASB開示原則とする）を
検討し，IASBの公開草案「財務報告に関する概念フレームワーク」（Expo-








また，これらは 2018年（平成 30年）2月現在で IFRSをすでに任意適用し
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計算書（financial performance），持分変動計算書（changes in equity）及び
キャッシュ・フロー計算書（cash flows）であることを明示してその役割を記






























































































































表 2 ソフトバンクグループにおける EBITDA等の定義
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